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加が認められた17）が，脾臓収縮の影響が考えられ，

脾臓収縮は，低酸素吸入よりも，息こらえで著明で

あった18）。

レジャーダイバーの骨壊死については，British Sub 

Aqua Clubsに所属する年齢49.3±11.1歳，潜水歴

13.2±9.0年の26名（内DCI歴8名）に対するMRIの

検討で，有意な発症が無いとされた19）。

パーフルオロカーボンは，ヘンリーの法則に従い大

量の酸素と窒素を溶解させるため，減圧障害治療へ

の応用が検討されている。豚の減圧症モデルでは，

大理石斑出現後の酸素吸入下パーフルオロカーボン

静脈内投与で，障害が小さく生存率が高くなり20），ラ

ットモデルでも体性感覚誘発電位による評価で脊髄

型減圧症に有効であった21）。

水素ガスの抗酸化作用を臨床応用する検討がされ

ている。ラットの減圧症モデルでは，発症を抑え生

存率を上げる効果がみられ，肺，脳，脊髄での酸化

物質産生が抑えられ22），高分圧酸素曝露ラットでは，

酸素曝露による肺水腫が軽減され，肺胞上皮細胞の

apoptosis抑制がみられた23）。

減圧症を起こす潜水の前に高気圧酸素曝露させる

と罹患率と死亡率を下がるラットの検討では，一酸化

窒素の関与が示唆された24）。

減圧障害の再圧治療では，時間経過と共に効果

がなくなるが，20時間という範囲の救急搬送時間にお

いては，軽傷例の予後に時間は影響しなかった25）。

症例報告としては，適切な再圧治療が行われず死

亡した14歳の動脈ガス塞栓症例26），潜水による気脳

症で，再圧治療が行われて症状消失した症例27）と，

経過観察で症状が残った症例28），先天性心膜嚢胞

の切除後の潜水適性について検討した報告29），厳格

なベジタリアンダイバーの減圧症発症の可能性30），医

原性動脈ガス塞栓症の再圧治療後の頭蓋内出血症

例31），高気圧酸素治療中に起きた肺気圧外傷と脳動

脈ガス塞栓症32），高分圧酸素吸入による間質性肺炎

に留意する必要があるブレオマイシン投与後の潜水適

性を検討した報告33, 34）があった。

【引用文献】
1)�Moon RE, et al.: Breath-hold diving and cerebral 
decompression illness. Undersea Hyperb Med. 
2010;37:1-5.

2)�Tamaki H, et al.: Repetitive breath-hold diving causes 

Year's Review
潜水医学

鈴木信哉
自衛隊中央病院

Moonら1）は，素潜りで脳の減圧障害を発症しMRI

所見を認める場合，空気塞栓，境界領域梗塞，静

脈性気泡のシャント及び小血管障害の可能性について

展望を述べているが，Tamakiら2）は，素潜り漁を長時

間行った後に脳障害を来した例を報告し，マイクロバ

ブルへの頻回曝露が小血管障害を引き起こす可能性

を指摘している。マイクロバブルよる血管内皮細胞障

害について，Kobayashiら3）は，牛大動脈内皮細胞に

マイクロピペットで直接気泡を接触させて検討してい

る。また，マイクロバブル曝露の長期的影響につい

ては，潜水経験の多いダイバーに複雑課題反応時間

の遅れをKowalskiら4）が，無症状性ダイバーにおける

脳MRI高信号と右左シャントとの関係をGemppら5）が

報告している。なお，空気飽和潜水の減圧では，血

小板の活性化と線溶系の亢進が循環血液中の気泡

接触で起きる可能性がある6）。

Henckesら7）は呼気位の素潜りで肺スクイズを起こし

た症例を報告したが，別の原因による素潜りの気圧

外傷として，意識的に空気を肺活量以上に詰め込む	

Glossopharyngeal Insufflationが問題となっている8〜10）。

浸水性肺水腫が2011年の小田原セミナー11）で取り

上げられたが，海外ではlung cometsと呼ばれる血管

外肺水分量の増加を示す超音波所見で検討されてお

り，三種混合ガスを用いた55-80mの潜水後では，

血管外肺水分量増加と肺動脈圧上昇及び左室機能

低下が認められた12）が，30mの無減圧潜水では血管外

肺水分量の増加はなかった13）。

深度50mまでの静的素潜りにおいて観血的血圧測

定で異常な高血圧がMassimoらにより報告されていた

が，Sieberらが開発した非侵襲的血圧計14）を用いた2m

プールの検討で，静的及び動的素潜り中は緩やかな

血圧上昇となることが報告された15）。なお，素潜り

後早期の心臓超音波検査では，心収縮・拡張機能が

改善すると報告された16）。

素潜り後一過性に肺拡散能力とヘマトクリットの増
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